北京訪問（宮崎の報告）

５・１６日午後３時半ころ成田を中国国際航空の飛行機で出発。

北京到着午後６時（現地時間）。現地気温３２度。中国は日本より１時間の時差（遅い）

北京地理学会の方が出迎えてくれる。空港より高速道路を使って北京科学技術活動中心に向かう。道路は整備されており、最高速度制限は１１０Kmのようでした。約３０分で到着

北京科学技術活動中心は会議設備と宿泊設備をもった建物で、橋村氏の友人である郭氏親子が出迎えてくれる。打ち合わせを済ませてから近くの食堂で夕食を頂く。面白いメニューとして、犬肉の料理を頂く。最初宮崎が注文するが下田代表、橋村氏も美味しいと言いながら頂きました。午後１０時ころ各自の部屋にもどる。テレビのチャンネル数が多いのでびっくり（後で考えると各都市が経営するテレビ局があるようです。言葉が分からないので何とも言えませんが、北京語以外の言葉で放送しているのかもしれないと思いました。）部屋に大きな魔法瓶がありお湯が入っているので、水はこれを冷まして飲む。

明朝は現地時間で４時くらいから目がさめてしまい、下着などを洗濯して時間をすごす。

あまりにお腹がすいてしまったので６時ころ外にでる。建設労働者がヘルメットを持って出勤するところでした。道路の端に木の枝が出ている穴がありました。マンホールのふたがないので、危ないから目印に木の枝を差し込んだものと思われます。歩き回って屋台の

お店に餅と書いてあるのでたのむ。これはクレープの中身が卵とあげのようなものと考えられるもの。つまり小麦粉を溶かしたものを丸い鉄板で焼き、その上に卵、刻みねぎ香辛料、そしてあげを乗せてくるんだもので、１個２元（約３０円）。近くは路上マーケットが

始まろうとしており、野菜やスイカが並びはじめておりました。午前８時に集合し、近くの学生食堂で朝食。

会議は明日のため、本日はオフの日である。午前中は故宮博物館を見学することにする。

それにしても車の多さ、交通渋滞に終始なやまされる。中国は左側通行で車も左ハンドル。

自転車、歩行者が道路の途中をどんどんわたる。車も歩行者を優先しないし、こちらで謙譲の美徳を発揮していると車は運転できない。故宮博物館に向かう途中、東長安街を走る。

幅８０メートルくらいの道路で、政府系の建物が目立つ。天安門広場を横にみてから故宮博物館にはいる。案内のテープレコーダー込みで入場料は７０元（約１０００円）。明、清の皇帝が暮らした紫禁城が故宮博物館であるが、そのスケールの大きさに驚く。

ところで北京での電話はコインでなくICカードを買わなくてはならない。そして携帯電話の普及に驚く。かなり携帯電話が普及しているようである。

午後は清華大学を訪問する。訪問相手は橋村氏の友人である邵学氏で清華大学が研究成果などを企業化するために運営している株式会社組織、紫光グループでソフトウェアの部門の責任者である。日本のTLOと紫光グループの比較では、彼のソフトウェア部門の仕事は殆どが政府からのもので、海外からの仕事は殆どないとのことでした。その意味で清華大学が日本よりTLOが進んでいるとは一概には言えないことが分かりました。しかし、すばらしい設備・オフィス環境のなかで活発なビジネス活動が展開されていることが伺われました。邵学氏はグループから独立してソフトウェアの株式会社を近々設立するそうです。

ちなみに彼の年齢は４０歳とのことです。邵学氏の言葉によると清華大学の学生の多くは修士課程まで進み、その後米国に行くケースが多いそうです。それから彼は清華大学の学生が実力以上に世間から評価されていることが心配だと言っておられました。米国にいったん出た学生はなかなか中国にはもどらないようで、この辺のことを心配されているようでした。つまり一旦生活レベルを上げた場合、それを低いレベルに戻すことは非常に難しいからです。それにしても北京で学校の多さに驚きます。こんなに大学や様々な学院と言われるものがあり、そこに非常に多くの学校関係者が働いているわけですが、これは皆国家公務員として働いているらしいのですが、大変な費用がかかると思われます。（学生の数と同じくらいの学校関係者がいるとのことです。）

夕方は北京ダックで有名な店に出かけ、トライしてみました。魚料理もやっており、料理の前に現物を客に見せてから調理するようでした。それから面白かったのはお茶を注いでくれるのですが、容器が金属製の如雨露のようなもので、非常に細くて長い注ぎ口があり

かなり離れた場所からお茶の碗目掛けてドバット注ぎ込みますので、しぶきが掛からないか心配になるほどでした。

第三日目は本番の発表会であり、非常に熱心な講演と質疑が交わされました。参加者は総勢で約２０名くらいで、北京地理学会関係者以外に北京市の都市計画関係者が２～３名参加し、北京市の環境問題の現実、対策、そして将来計画を話してくれました。現在中国はオリンピック招致に国をあげて取り組んでおり、それに伴い北京市の環境対策には特別沢山の予算が組まれているようです。特に目に付いたのは緑化対策で、道路沿いにはすべて木が植えられており、以前にくらべて空気もきれいにはなっているようです。当日の気温は３５度くらいとのことでしたが、乾燥しているせいで温度の割にはすごしやすく感じました。昼食は北京地理学会主催の歓迎会をかねており、昼間からビールそして白酒と言う強い酒（アルコール度数が４０～５０度）が出ました。メンバーが地理学会の方なので酒豪的な方は参加者には多くなかったようで、救われたようです。もちろん午後の講演もしっかりやり、双方の団体の紹介や今後の方策を討議いたしました。北京地理学会は５０年の歴史があり、会員数は５～６百名で、過半数は中学の地理の先生とのことでした。当日の夜は我々サイドが主催の歓迎会を開きました。さすがにこの辺になってくると胃袋も疲労してきたようで、ソーメンみたいなものが恋しくなってきました。

第四日目は風沙の現場視察に万里の頂上の先にある延慶県と言う高地（海抜１０００Mくらい）に行きました。こちらも北京市に風と沙を送り出す一つの源とのことで、農業地帯です。主な作物は果樹類が多いようでリンゴ、ぶどう、杏、梨などが目につきました。特にリンゴが一番多いようですが、砂埃のなかのリンゴの木はかわいそうなくらい元気のない木、まだ小さい木が目立ちました。灌漑用水は発達しているようですが、用水がなければとても農業など出来そうもない土地のようです。　　

